
日 時

場 所

一般救急医療に従事する医療関係者が、精神科医が不在時であっても、
精神科的問題を有する身体救急患者に対して、標準的な初期評価・初期
診療を行うために必要な医学的知識、接遇法、入院管理、リソースの
有効活用、外来フォローアップ等へのつなぎ方等のスキルを身につける
ことを目的とした研修です。

（Psychiatric  Evaluation  in  Emergency  Care）

講師：一般社団法人 臨床教育開発推進機構 三宅 康史 理事

内容：講義、模擬症例をもとにしたグループディスカッション

「自傷・自殺未遂症例、過換気症例、幻覚妄想症例、違法薬物使用症例」の４例

千葉県自殺対策推進事業

主催：千葉県 共催：日本臨床救急医学会

参加費無料

（ガイドブックを事前に購入）

【申込期限】

１０月３日（金）

ちば電子申請システム

ＱＲコードからお申し込みください。

【問合せ先】

千葉県健康福祉部
健康づくり支援課自殺対策班
TEL ０４３－２２３－２６６８
FAX ０４３－２２５－０３２２

令和７年

１１月３日(月・祝日)
１３：００～１７：００（受付１２：３０～）

千葉県総合救急災害医療センター 防災棟
（千葉市美浜区豊砂６−１）

対象者

千葉県内の一般救急医療に従事する医療関係者及び
行政担当者 ２４名
医師、看護師、救急隊員、ソーシャルワーカー、臨床心理士、保健師など

千葉県ＰＥＥＣ

※県内外の関係機関に在勤し、本研修に関心のある方の参加も検討しますが、応募多数の

場合は、県内在勤の方を優先とさせていただきます。

※ 所属機関、職種のバランスを考慮して調整することがあります。

第４回 千葉県ＰＥＥＣコース


